
静
岡
県
俳
句
協
会

平
成

年
度

二
十

応

募

要

領

第

回

静

岡

県

俳

句

大

賞

●

募

集

二
句
一
組
限
り
（
雑
詠
・
未
発
表
で
他
に
投
句
し
て
い
な
い
作
品
）

（
指
定
用
紙
に
限
る

）
。

●

投

句

料

二

〇
〇
〇
円
（
投
句
料
は
必
ず
郵
便
小
為
替
で
投
稿
と
と
も
に
同
封
し
、
左
記
へ

，

郵
送
す
る
こ
と

）
。

●

締

切

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
（
当
日
消
印
有
効
）

●

投

句

先

〒

静
岡
市
葵
区
城
北
二
丁
目
十
三
の
十
一

青
柳
方

四
二
〇
│
〇
八
〇
五

静
岡
県
俳
句
協
会
事
務
局
内
「
静
岡
県
俳
句
大
賞
係
」

●

選

者

平
野
摩
周
子
・
佐
野

鬼
人
・
田
中
紫
水
・
九
鬼
あ
き
ゑ
・
青
柳
八
風

村
田
南
風
子
・
齊
籐
草
水
・
関
野
星
夜
・
岡
本
ひ
ろ
し
・
後
藤
秋
邑
・
金
子

徹

甲
斐
遊
糸
・
和
泉

好
・
中
込
省
三
・
い
の
う
え
か
つ
こ
・
堤

信
彦

平
野
ひ
ろ
し
・
熊
谷
愛
子
・
中
川
須
美
子
・
仲
田
藤
車
・
杉
山
ふ
さ
・
杉
山
と
し

須
藤
常
央
・
杓
谷
多
見
夫
・
影
島
智
子
・
西
川
碧
桃
・
高
部
雅
堂
・
和
久
田
隆
子

池
本
光
子
・
遠
藤
止
観
・
中
川
正
男
・
平
田
明
美
・
田
中

陽
・
嶋
田
一
歩

（
順
不
同
）

●

賞

静
岡
県
知
事
賞
、
静
岡
県
俳
句
協
会
長
賞
、
選
者
賞
、
順
位
賞
他

（

。

、

、

投
句
し
た
方
全
員
に
作
品
集
を
配
布
し
ま
す

た
だ
し

賞
状
・
賞
品
の
授
受
は

当
日
出
席
者
の
み
で
す
。
な
お
代
理
出
席
者
を
認
め
ま
す

）
。

●

表

彰

等

成
績
発
表
、
選
評
（
当
日
出
席
選
者
）
及
び
表
彰
を
行
い
ま
す

・
日

時

平
成
二
十
年
六
月
二
十
九
日(

日)

午
後
二
時
か
ら

・
会

場

静
岡
県
労
政
会
館

大
ホ
ー
ル

入
場
無
料

静
岡
市
葵
区
黒
金
町
五
番
一
号
（
電
話
〇
五
四

二
二
一-

六
二
八
〇
）

│

・
講
演
等

新
鋭
作
家
に
よ
る
座
談
会
（
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

●

連

絡

先

静
岡
県
俳
句
協
会
事
務
局
（
電
話

）

〇
五
四
│
二
〇
九
│
一
〇
一
〇

フ
ァ
ッ
ク
ス

〇
五
四
│
二
〇
九
│
一
〇
九
一

●

注
意
事
項

・
投
句
用
紙
は
、
指
定
の
投
句
用
紙
を
用
い
る
こ
と
。
ま
た
、
静
岡
県
俳
句
協
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

t
t
p
:
/
/
h
a
i
k
u
-
s
h
i
z
u
o
k
a
.
n
e
t

）
か
ら
直
接
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。
投
句
用
紙
の
郵
送
希
望
の
方
は
、
返
信
用
封
筒
に
切
手
を
貼
付
の
上

静
岡
県
俳
句
協
会
事
務
局
ま
で
郵
送
願
い
ま
す
。

・
投
句
後
の
変
更
は
認
め
ま
せ
ん
。

静
岡
県
俳
句
協
会

●

主

催

●

後

援

静
岡
県
、
静
岡
県
文
化
協
会
、
静
岡
県
現
代
俳
句
協
会
、
俳
人
協
会
静
岡
県
支
部

日
本
伝
統
俳
句
協
会
静
岡
県
部
会
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